
　今月は、门
mén

庭
tíng

若
ruò

市
shì

（メンティンルオシ）です。門庭は、中

国語では門前、若市は‘市の如し’です。日本語では、そ

の意味を取って、門前成市、門前市を成すという言葉を

使っていますね。本の中のお話は、次のようなものです。
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　戦国時代、斉の国の宰相鄒
すう

忌
き

が、威王に進言しまし

た：「私は元々、城西に住む徐公のように美男子ではあ

りませんが、私の周りの人達は、皆、私の方が徐公よ

り美男子だと言います。これは彼らが皆、私が彼らに

便宜を図ってやることを期待して、私におべっかを使

い、本当のことを言わないからなのです。私の周りで

さえ、こんな状態です。王様は

権力者ですから、王さまを恐れ、

良く思われたいとおべっかを使

う人はもっともっと多いでしょ

う。王様がそういう人たちに騙

されてはいけません。 王様は、

もっと多くの人達の忌憚のない

意見を聴くべきです」

　斉の威王はそれを聴いて尤も

な意見だと思い、直ぐにお触れ

を出して、「斉王の過ちを指摘した者には褒美をとらせ

る」と知らせました。そのお触れが出ると、多くの人達

が威王に諫言（目上の人に意見を言い、過ちを改めさせ

る）しようと集まって来て、朝廷の門前は、毎日、市場の

ように賑わいました。
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　言葉の意味は：門前や庭先が、市場のように賑やかで

ある、人々との交流が盛んで訪ねて来る人がとても多い

様子をいう。

　使用例：毎年、中国芸術祭の開催期間中、国家博物館

は毎日門前市を成す賑わいだ。
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　毎月、『名牌小学入学必备：成语（有名小学校入学準

備必携：成語）』という本から、順番に四字成語の説明を

紹介しているのですが、度々、これが幼児向けの本なの

かと疑ってしまいます。しかし、この本の表紙にはちゃ

んと、『幼稚園教育指導要綱（試行）』および『小学課程標

準』準拠と謳っています。

　それにしても、幼い子供たちに見返りを期待しておべ

っかを使う人のことなど、どう教えるのでしょうね。教

育の現場に立ち会ってみたい気がします。具体的にどう

いうことかは説明しないで、ただ昔の人がこう言ってい

ます、とだけ教えるのでしょうか。

　以前、中国では、物事を一面からだけ見て判断するこ

とはしないで、必ず多面的に見て対処する人が多いと聞

いたことがあります。民族的な傾向だそうです。そんな

傾向が、小さい時から、このような話を聞くことで磨き

がかかるのでしょうね。

　そういえば、「塞翁失马」とい

う四字成語があります。日本語で

も「塞翁が馬」といいますね。良い

ことの後には悪いことが来ると

いう視点から、「人
じん

間
かん

万事塞翁が

馬」とか「禍福は糾
あざな

える縄の如し」

とか、良いことと悪いことが交互

に起こる可能性を強調していま

すが、中国では物事の二面性を強

調して、「次に何が起こるかは予測不可能」という意味に

とるそうです。

　清朝が崩壊して、中華民国が建国されたころ、日本に

亡命していた仲の良い中国人兄弟の兄だけが帰国する

ことになりました。弟の友人だった日本人が、「どうし

て一緒に帰国しないのか」と尋ねると、「中華民国が出

来たといっても、未だどうなるか分かりません。今は兄

だけが帰国して、祖国の建国を見守る方が良いのです。

その間に、私は日本での足場をきちんと確立することが

できますから」と答えたそうです。

　これが日本人だったら、仲が良ければ良い程、「一緒

に帰国して二人そろって祖国の建設に協力しよう」とい

う気持ちになるのではないでしょうか。とかく日本人は、

何か起こると、熱くなって突き進む性癖があるようで

す。その点、事態がどう転んでも困らないように準備が

ちゃんと出来る中国人は、やはり人生の達人ですね。

「寺子屋・四字成語」雑感-14 门庭若市（門前成市）
文と訳・有

う

為
い

楠
くす

 君代

▲ 中国で見つけた “有名小学校入学準備の為の”絵本から ▲


